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基本コースの概要

 大学教育の現状についての正確な
認識，教育方法や学習評価等の基
礎的な知識の獲得

 実務経験の体系化・構造化，実務
と関連する学問分野との関連付け
についての学習

 シラバスや教材作成，模擬授業を
含めた体験型研修（実習）の実施

 研究推進に当たって必要な能力や
研究指導力の修得

 研究倫理やアカデミックハラスメ
ント等の理解

 大学教育と実務家教員

 令和の大学入門

 アクティブラーニングの基礎

 研究方法論

 大学教育実践演習

 研究指導論

 教育・研究倫理

持続可能な社会構築論
多職種連携PBL演習
実務領域診断カルテ

基本コースのプログラム申請の要件



2021年度の基本コースのスケジュール



2021年度の基本コース
の志願数および受講者数ならびに進路



2022年度の基本コースの
志願者数および合格者数



今後の課題

１．専門コースへの接合

⇒専門コースを含めた広報活動の充実

２．教育プログラムの内容の充実

⇒PBL演習の充実

３．補助金終了後の実施体制（継続性）

⇒各大学におけるTEEPの認知と位置づけ

４．修了生の活躍の場の確保・提供

⇒専任教員・非常勤講師だけでなく、講演会講師、社内教育など



ご清聴、有難うございます。


